
被曝帰還反対52,914筆（７⽉ 17 ⽇現在）

被曝と帰還の強制反対署名被曝と帰還の強制反対署名 署名運動へのご協力をお願いします

 ３・11 後、⻄⽇本の野菜を福島で販売しよう
と⽴ち上げたお店「野菜カフェはもる」を⼿伝っ
てくれていたＡさんが、お⼦さん３⼈に⾒守ら
れながら、５⽉ 31 ⽇に旅⽴ちました。
 昨年７⽉、七⼣の短冊作りのイベントに参加
してくれ久しぶりにお会いして話が弾みました
が、体調があまり良くないと話して帰られまし
た。
 その後、体調が悪い原因がわかったと電話が
あり、何かお役に⽴てることはないかと、直接
会って話しをしました。
 「ステージⅣの末期がん、⼿術は出来ないけど、
抗癌治療もしたくないので断り、⾷事療法、⾃
然治癒⼒に任せる。⼦どもたちのことが⼀番の
気がかり。歩いて５分のこの場所に来るのさえ
やっとのこと」と話してくれました。
 私は「末期がんなら、ヘルパーも使えるので、
もし、家事をするのが⼤変なら、私の事業所で
もお⼿伝いできますよ」と伝えると、「⾃分に万
が⼀のことがあった場合、残していく⼦どもた
ちが⾃分で⽣活できるように、今は、⼦どもた
ちに家事を⼿伝ってもらいながら、教えていく
けど、どうしてもできなくなったら考えてみま

す」と話されました。
 ⺟⼦家庭だったＡ
さんは、震災当時、
まだ⼩学⽣だったお
⼦さんを保養に連れて⾏きながら、⼦どもたち
に健康被害が出ないようにと⾏動していたので
す。20 歳前後の３⼈のお⼦さんを残して逝くこ
とは、どんなにか無念だったことでしょう。
 福島に留まって⽣活したことが、今回のこと
に繋がったのではないか？
 福島でがんや急性⼼不全で亡くなった⽅がい
ると聞くと、毎回そう思ってしまうことが本当
に悲しいです。
 「⼦どもを守るべき⼤⼈が健康で無ければなら
ないから 40 歳以上は⾷べて応援は絶対におかし
い。⼤⼈も⼦どもも安全な⾷材を⾷べるべきだ」
と⾔っていた知⼈がおりました。
 Ａさんのように、⼦どもを守るべき⼤⼈が⼀
⼈しかいない家庭では尚のこと知⼈の⾔葉が胸
にしみます。
 去年の七⼣の願い事は、何だったのでしょう
か？ 今年の七⼣は、きっと⼦どもたちのこと
を空の上から⾒守ってくれていたことでしょう。
Ａさんのご冥福をお祈りいたします。

福島診療所建設委員会代表 佐藤幸⼦

SunRise福島診療所建設委員会ニュース　 No.17 〈４〉

 福島では現在、甲状腺検査の縮⼩、学校健診
を続けるかどうかの攻防が焦点になっています。
県は表向き「縮⼩は考えていない」とする⼀⽅、
「県⺠健康調査検討委員会（以下、検討委員会）
で結論が出れば尊重する」とも⾔っています。
検討委員会の⽅は、昨年秋の⼤幅改組で⾼野徹
委員（⼤阪⼤講師）ら、安倍政権に近い学者が
⼊り、星座⻑も地元紙で「過剰診断など検診の
デメリットがある」と断⾔しています。
 前々回の甲状腺検査評価部会（以下、評価部会）
以来、学校検診は「強制になるので⼈権問題だ」
という議論がされました。県⽴医⼤などの「現場」
は、検診を抑制するためにやっきになっており、
18 歳以上の受診率は 16％にまで落ちています。
「残りは⾼校⽣以下の学校検診だ、そこを⽚づけ
さえすれば検診の統計的意味を無効化できる」

  つまり安倍政権お得意の「証拠隠滅」がで
きるというわけです。
 ７⽉８⽇の評価部会では、⾼野部会員らがイ
ンフォームドコンセント（同意書）の「健康上
の利益があるように誤解させる⽂⾯」を削除し
「有害性を明らかにする」修正案を出しましたが、
他の委員からは３つの⺠間病院の「⼩児甲状腺
がんは進⾏が早く、浸潤、再発の危険も⼤きい」
というデータが紹介され、議論そのものは先送
りになりました。検査打ち切りを許さないたた
かいは、これからが本番とも⾔えます。
 ６⽉ 18 ⽇の検討委員会では、⼩児甲状腺がん
が新たに２⼈増えたことと、県の⽀援事業対象
者のうち、検討委員会の集計に含まれていない
⼦どもが５⼈いることも紹介されました。７⽉
８⽇の評価部会では、経過観察として集計から
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子どもを守るべき大人の健康も大事

甲状腺検査の学校健診の継続を！

１万筆を追加提出しました
     （合計４万７千筆）

第６次署名提出行動

６月 28 日、福島県庁で「被曝
と帰還の強制反対署名」の提出
を行いました。県民健康調査検
討委員会での学校健診打ち切り
の動きに対して、学校健診の継
続を強く申し入れました。

ふくしま共同診療所院長　布施　幸彦


